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Abstract. Ectopia cordis was found in five of 451 (1.1%) calves with congenital cardiovascular anomalies. 

Four of these 5 cases showed cervical ectopia cordis, while the remaining one showed the thoracic form. In three 

cases of cervical ectopia cordis, the pericardial sac extended anteriorly through the subcutaneous layer of the neck 

and its cranial end was attached to the occipital bone, mandible, atlas or muscles of the anterior neck. The 

sternums of these three calves were wide and flat, and consisted of 14 to 16 sternebrae. In the case of thoracic 

ectopia cordis, the middle of the sternum formed a circular defect with 6 cm in diameter and the overlying skin 

over this region was also defective. The pericardial sac adhered to the rim of the sternal defect and the naked 

heart protruded from the thoracic cavity.
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心臓逸所は心臓が完全,ま たは部分的に胸腔

外 に位置する 心臓の位置異常の最 も重度な も

の で,ヒ トではきわめて稀 な心奇形 といわれ

ている 。ヒ トの逸所心は心臓の位置によって

分類 され,胸 部心臓逸所が最 も多いといわれて

いる4)。ウシの心臓逸所 は文献 上に56例 の報告

があ り,頸 部心臓逸所が最 も多いといわれてい

る 。本研究では5例 のウシの心臓逸所 につい

て解剖学的に観察 し,検 討 した。

症 例

症例1は 帝王切開で摘出された黒毛和種,オ

スの二重体で,摘 出時すでに死亡 していた。症

へ

例2は ホルスタイン種 と黒毛和種の雑種,メ ス

で,頸 部左腹側の皮下に拍動する心臓があり,

さらに斜頸,吸 乳不全のため5日 齢で剖検され

た。症例3は 黒毛和種のメスで,頸 部右腹側の

皮下に心拍動があり,症 例4は ホルスタイン種

のオスで,胸 郭前口部の皮下に心拍動があり,

前者 は73日齢,後 者 は66日齢で,い ずれ も肺炎

のため死亡 した。症例5は 自然分娩で娩出され

た褐毛和種のメスで,出 生時に心臓 は胸部腹側

から胸腔外に裸出しており,生 後2-3分 で心

拍動は停止 した。

剖検所見
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症例1は 胴体の胸部が側面で癒合 し,頭 部 と

頸部が完全 に分離 した四腕二頭前部二重体であ

った。心臓は2個 認められ,左 右の頸部の腹側

皮下に1個 つつ存在 していた。症例2の 心臓 は

下頸部腹面正中の皮下に,症 例3の 心臓(Fig.1)

は下頸部皮下の正中やや右寄 りに,そ れぞれ心

尖 を頭部方向に向けて位置 していた。 これらの

心臓か ら移行 した大動脈 と肺動脈は後走 して胸

郭前口か ら胸腔内に進入 し,後 大静脈は縦隔内

を前方へ走行 して胸腔を貫き,右 心房に連続 し

ていた。症例4の 心臓は心尖が腹方に向かい,

心尖を含む心臓の大部分 は胸腔内に位置 してい

たが,左 心耳の前部,右 心室の前上部および肺

Fig. 1 Heart (H) and its pericardial sac (S)

 of the cervical ectopia cordis in 73-day-
old Japanese Black calf (Case 3) The 
cranial end of the pericardial sac is 
attached to the mandible and atlas 

(arrows)

動脈幹 は胸郭前口より前位の下頸部皮下に位置

していた。

 症例1-4の 心臓 は心膜 で完全 に包 まれてい

た。症例2と3の 心膜は胸腔内に広がることな

く,胸 郭前口か ら頸部腹面の皮下を長 く前方へ

伸び,前 端 は症例2は 後頭骨 に,症 例3は 第1

頸椎 と下顎骨に,そ れぞれ付着 していた。症例

4の 心膜は胸腔から頸部腹面の皮下 を頸部の前

方3/4ま で進出し, 前端はその部の皮筋 と骨格

筋に付着 していた。

 症例2-4の 胸骨 は扁平で幅広 く,胸郭前口は

広かった。 これ らの胸骨 には症例2は16個,症

例3は14個,症 例5は15個 の胸骨片が認められ,

胸骨 の前部では大小不同の胸骨片が3-4列 に

配列 していた(Fig.2)。

 症例5の 心臓 は心尖を腹方に向け,胸 部の腹

Fig. 2 Radiograph of the sternum having

 16 sternebrac in case 3.
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Fig.3 Thoracic ectopia cordis in 1-day-old 

Japanese Brown calf (Case 5).

Table 1 Cardiovascular anomalies associated 

with ectopia cordis

Fig.4 Radiograph of the sternum in case 5.

側正中で完全に胸腔外に裸出 していた(Fig.3)。

その部の胸骨 と皮膚 には径6cmの 円形の欠損

口が形成 されていた。心膜は心底および大血管

の基部から横に広が り,胸 骨の欠損口縁の全周

に付着 していた。胸腔内は陰圧が保たれ,肺 は

ほぼ全域が含気状態であった。胸郭前口の開大

は認められなかったが,胸 骨の中部 は扁平で幅

広 く,第3-5胸 骨片は対をなして胸骨の欠損口

を囲んでいた(Fig.4)。

 以上5例 の逸所心に合併 した心大血管奇形の

概要をTable 1に 示 した。 症例2-4で は左前

大静脈が遺残 した二重前大静脈が認 められ,症

例1の 右側の心臓 と症例2-5で は左鎖骨下動

脈が腕頭動脈から独立し,大 動脈弓から直接起

始する左鎖骨下動脈起始異常 を示 していた。
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考 察

ヒトの心臓逸所 は心大血管奇形患者1,716

例中2例,ま たは3,000例 中2例 に認 められる

きわめて稀 な心奇形 といわれている。著者 らは

5例 のウシで心臓逸所を認めた。現在 までに著

者 らが経験 した心大血管奇形 のウシは451例 で

あ り,心 臓逸所が心大血管奇形の中に占める割

合 は1.1%と 低いものであったが,ヒ トの場合よ

りは発生頻度が高いと考えられた。今回の報告

例以外に褐毛和種 の2例 で胸骨裂 を認めた。こ

れら2例 の胸部腹壁は,胸 骨が左右に広 く離開

するため薄 く,そ の部で心拍動が体表から触知

されたが,皮 膚の欠損は存在 しなかったので

Van Praagh et alの 説に従って心臓逸所か ら

除外 した。

心臓逸所の うち,ヒ トでは頸部心臓逸所3%

胸部61%,胸 腹部8%,腹 部29%で,胸 部心臓

逸所が最 も多いが,ウ シでは頸部心臓逸所が

最 も多いといわれている 。過去に報告された

ウシの心臓逸所56例 のうち47例 は頸部,6

例 は胸部,3例 は頸胸部 である。それ ら

に今回の観察例を加えてそれぞれの頻度を見る

と,頸 部83.6%,胸 部11.5%,頸 胸部4.9%で,

ウシでは頸部心臓逸所が圧倒的に多いといえる、

今回観察 したウシの頸部心臓逸所4例 のうち,

症例1の 心膜の詳細は不明であったが,他 の3

例の心膜は胸腔(症 例4),ま たは胸郭前口(症

例2と3)か ら頸部の皮下を前方へ長 く伸長 し

ていた。心膜が頸部の皮下で長い心膜腔を形成

することは頸部心臓逸所の特徴 の一つと考えら

れ,過 去の報告例でも同様の所見が示 されてい

る 。 さらに,こ の ような心膜 は下顎

骨 や 頸 椎,前 頸 部 の 皮 筋 や 骨 格

筋 等に付着することが知 られている。今

回観察 した症例2の 心膜 は後頭骨に,症 例3は

第一頸椎 と下顎骨に,症 例4は 前頸部の皮筋や

骨格筋に,そ れぞれ付着 していた。心膜が頭

部または前頸部に付着,固 定されたため,胚 発生

中における心臓の胸腔内への下降が妨げられ,

頸部心臓逸所が招来すると考えられている 。

頸部心臓逸所 のウシでは胸骨が扁平で幅広

く,対 性 に配列する多数の胸骨片で形

成されていることも特徴の一つ といわれ,胸

骨裂を示した症例 も報告されている 。今回観

察 した頸部心臓逸所のウシ3例(症 例2-4)の

胸骨 も14-16個 の胸骨片で形成 された幅広 いも

のであった。これ ら3例 の胸郭前口は異常に開

大 していたが,同 様の所見は頸部心臓逸所のウ

シでは多 く観察 されている 。胸郭前口

の開大 は胸骨の異常 とともに頸部心臓逸所のウ

シに共通 して見 られる所見 と考 えられた。

ウシの頸部心臓逸所 は妊娠36日 以前の発育異

常 と考えられ,大 動脈や大静脈は原始型を示

し,左 鎖骨下動脈起始異常や二重前大静脈を示

すことが多いといわれているが,今 回の観察

結果も同様の傾向を示 した。

今回観察 した胸部心臓逸所のウシでは,胸 骨

が輪状 を示 し,胸 骨の中央部 に形成された欠損

部から心臓が胸腔外へ逸脱 していた。類似の胸

部 心臓 逸 所 が3例 の ウ シで報 告 され て い

る 。その他,胸 骨の前部が 「Y」字状,

または胸骨後部が逆「Y」字状 にそれぞれ離開

した胸部心臓逸所のウシが報告されている。

胸部心臓逸所のウシに見 られるこのような胸

骨異常 は,胸 骨の発生以前 に位置異常を生 じた

心臓によって胸骨の発育が妨げられた ものと理

解されている 。

ヒ トの場合,頸 部心臓逸所患者の予後は胸部

心臓逸所 の場合よ り悪いといわれている 。著

者 らの観察 した頸部心臓逸所の子ウシは生後73

日以内に死亡,ま たは剖検 されたが,2年 以上
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生存 した頸部心臓逸所のウシ や14歳 まで

生存したウシ も知 られている。一方,著 者 らの

観察 した胸部心臓逸所の子 ウシは生後2-3分

で死亡し,過 去の報告例 も死産,ま たは生

後14日 以内 に死亡 している。胸部心臓逸

所の場合は外界の影響が直接心臓に加わ り,長

期生存 は望めないが,頸 部心臓逸所の場合は

合併奇形がなければ長期生存が可能 と考え ら

れた.

要 約

心大血管奇形のウシ451例 中5例(1.1%)に 心

臓逸所 を認 めた。5例 中4例 は頸部心臓逸所,

1例 は胸部心臓逸所であった。頸部逸所心のう

ち3例 の心膜 は頸部の皮下を前方へ伸び,そ の

前端は後頭骨,下 顎骨,第 一頸椎,ま たは前頸

部の皮筋や骨格筋などに付着 していた。 これら

3例 の胸骨 は幅広 く扁平で,14-16個 の胸骨片で

形成されていた。胸部心臓逸所の症例では,胸

骨の中央 とその部 の皮膚 に径6Clnの 欠損があ

った。心膜は胸骨の欠損口縁に付着 し,心 臓は

胸腔外に裸出していた。
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